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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 各種カルボニル化合物の構造と反応性に関する以下の事項につ
いて理解し、自ら説明できるようになることを目標とする。
・カルボニル化合物の構造と性質
・カルボニル化合物の求核付加反応
・カルボン酸およびカルボン酸誘導体の構造と性質
・求核アシル置換反応
・カルボニルα置換反応
・カルボニル縮合反応
・有機電子論に基づく各種反応機構の理解と予測

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 学修した専門知識を、各種カルボニル化合物が関わる問題の解
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力 決に活用し、それを他者に理解してもらえるよう説明すること

ができるようになることを目標とする。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 　カルボニル基は多様な反応性を示し、有機化学において最も重要な官能基の１つである。本講義では、
各種カルボニル化合物（アルデヒド・ケトン、カルボン酸とその誘導体）の構造、物理的性質、反応に
ついて理解し、予測する力を身に付ける。
　カルボニル化合物の種類および反応の特徴について概説したのち、各種カルボニル化合物の構造と性
質、および４つの基本的な反応（求核付加、求核アシル置換、α置換、カルボニル縮合）について、概
ね教科書に沿って講義形式で解説する。

(5)授業のキーワ
ード

カルボニル化合物、求核付加反応、求核アシル置換反応、カルボニルα置換反応、カルボニル縮合反応

(6)授業計画 　第1回　ガイダンス・カルボニル化合物の予習
----------------------------------------------------------------------
1. アルデヒドとケトン（教科書19章）
　第2回　命名法・構造・性質
　第3回　求核付加反応
　第4回　α,β-不飽和カルボニル化合物への共役付加反応
  (問題演習レポート)
----------------------------------------------------------------------
2. カルボン酸とニトリル（教科書20章）
　第5回　命名法・製法・構造・酸性度
　第6回　反応、ニトリルの化学
　(問題演習レポート)
----------------------------------------------------------------------
3. カルボン酸誘導体：求核アシル置換反応（教科書21章）
　第7回　求核アシル置換反応
　第8回　酸ハロゲン化物、酸無水物
　第9回　エステル、アミド
　(問題演習レポート)
----------------------------------------------------------------------
4. カルボニルα置換反応（教科書22章）
　第10回　ケト-エノール互変異性、エノールの反応
　第11回　エノラートイオンの生成
　第12回　エノラートイオンの反応
　(問題演習レポート)
----------------------------------------------------------------------
5. カルボニル縮合反応（教科書23章）
　第13回　アルドール反応
　第14回　各種縮合反応
　(問題演習レポート)
----------------------------------------------------------------------
　第15回　総括、演習、授業アンケート
　第16回　単位認定試験

(7)成績評価の方
法

期末に行う単位認定試験の成績によって評価する。成績評価の際は平常点を加味する。単位認定試験受
験には7割以上の講義出席と全ての問題演習レポート提出が必要である。講義への出席は授業毎に行う小
テストの提出をもって判断する。平常点は小テストおよび問題演習レポートの成績をもとに評価する。

(8)成績評価の基
準

成績の目安は以下のとおりである。
　秀：講義内容に関する標準的な問題に解答でき、難しい応用問題も解答できる。



(8)成績評価の基
準

　優：講義内容に関する標準的な問題に解答でき、やや難しい応用問題も解答できる。
　良：講義内容に関する標準的な問題に解答できる。
　可：講義内容に関する基本的な問題に十分解答できる。
不可：講義内容に関する基本的な問題に十分な解答ができない。

(9)事前事後学習
の内容

次回の講義内容に対応する内容を教科書で予習すると、講義の理解が容易となります。授業後は学習内
容の理解・定着を行うことが重要です。そのためには、ノートおよび教科書を用いて講義内容を復習し、
多くの問題演習を行うことが必要です。

(10)履修上の注意 本講義は基礎有機化学・有機化学I, IIを履修済みであり、それらの講義で取り扱った内容を理解してい
ることを前提として進めます。講義開始前に基礎有機化学・有機化学I, IIで学んだ内容を十分に復習し、
理解を深めておくことが必要です。講義には遅刻せず出席することが必要です。

(11)質問,相談へ
の対応

講義終了時に対応します。

【教科書】 「マクマリー 有機化学（中）」第9版，伊東，児玉ほか訳，東京化学同人

【参考書】 指定しない。


